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共約不可能な物語の摺り合わせは可能か?
―医療 にお けるナ ラテ ィプ ・アプ ローチの観点 か ら一
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語 ・語り)には、スタンス (姿勢)と ツール (道
具)と しての二つの側面がある。スタンスとして
のナラティブを最も端的に表現する言葉は 「無知







































































































































































































































































































































































































































タ ミニノ 「かどわかされたパ ミーナはどこ
にいるのですか。あるいはもう手
おくれなのでしょうか」
「いまはそれは言えない。私には
許されていない」
「はっきりさせてください。ごま
かさないでください」
「いまは沈黙するのが私の務めだ」
タミーノ
上記の会話は、それまでの対決的な対話とは異
なった雰囲気にみちている。タミニノは、ここで、
「パ ミーナが生きているかどうかを知る」ことこ
そが、自分の真の関心 (インタレスト)であるこ
とを自覚する。それと同時に、「ザラストロが悪
で、夜の女王が善なのか?」「夜の女王が悪で、
ザラストロが善なのか?」という、相容れない二
つの対立する物語は、彼にとっての重要性を失う。
今や、自分の真の関心 (パミー ナを救出すること)
に目覚めたタミーノにとって、「どちらが悪であ
るのか?」という問題自体が解消するのである。
そこで、タミーノは弁者に対して、目下の火急の
関心である 「パ ミ=ナは生きているのか?」につ
いての答えを性急に求める。しかし、弁者はそれ
には答えない。真のインタレストに対する回答は、
自分自身で見つけなければならないものであるこ
とを弁者は知っているからであろう。
7。永遠の間に光は射すのか?
タミー ノ :「ではことが明らかになるのはい
つですか」
弁  者:「友情があなたを聖域へ導き、永
者弁
者弁
タミーノ :「(喜んで)彼女は無事だ。あり
がとう・・0(以下略)」
パ ミーナ (タミーノにとっての魂)が無事であ
るという内なる確信を得たタミー ノは、喜びに打
ち震え、感謝の気持ちに満たされて、魔笛を高ら
かに吹き鳴らす。そして物語は、次の段階へと進
むことになる。魔笛の物語は単純なプロットでは
なく、複雑で相矛盾した多元的な物語群のめくる
めくような展開である。それらの物語群全体がど
のように調和 ・統合されていくかという過程も興
味のあるテーマなのであるが、それについてはま
た機会があれば触れてみたい。
最後に、和田が医療紛争におけるメディエーショ
ンとナラティブの関係について適切に述べた以下
の文章を引用して、本稿を終わりとしたい。
「おそらくナラティブの交錯によるス トー リー
の書き換えは、相手方であれ、第二者であれ、他
者が別様のス トー リーを提示することによってで
はなく、自らの手によってなされなければならな
いし、また自らの手によってしか、なされ得ない
だろう。メディエーションは、紛争の場に第二者
がかかわることで、深い意味でのナラティブの交
錯がなされるように援助し、自律的なス トー リー
の書き換えを促していくのである。」0日田,2006)
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